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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　酸素ボンベと、該酸素ボンベに酸素誘導用の配管を介して接続されたオゾン発生装置と
、該オゾン発生装置で発生したオゾン／酸素混合ガスを誘導する配管とをケース内に備え
る携帯型動物用オゾン治療装置であって、オゾン／酸素混合ガスの流量を一定値に設定す
る流量設定手段と、該手段により一定流量に設定されたオゾン／酸素混合ガス中のオゾン
濃度を調整するオゾン濃度調整手段とを具備し、
　前記オゾン／酸素混合ガスを誘導する配管の先端に取出口が設けられ、該取出口と前記
オゾン発生装置とを結ぶ配管の途中に切換弁が設けられ、該切換弁に配管を介してオゾン
分解器が接続され、更に該取出口は配管を介してオゾン分解器に接続され、該切換弁を切
り替えてオゾン／酸素混合ガスを該取出口に向かって流すと共に、前記配管の先端の取出
口に注射器の先端又は誘導チューブの根元の接続部を押込み、嵌合させるとオゾン／酸素
混合ガスが吐出可能になり、該取出口が押込まれていない場合には、オゾン／酸素混合ガ
スが取出口内部を通り、更にオゾン分解器を通って排気されることを特徴とする携帯型動
物用オゾン治療装置。
【請求項２】
　前記取出口が、底部と開口部とを有する中空の筒状体と、開口部から筒状体の内部に挿
入されたプランジャーシャフトとを備え、
　プランジャーシャフトの開口部側には筒状体の開口部を塞ぐことができる取出ケースが
設けられており、
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　前記開口部には、取出ケースの開口部側への動きを止めるストッパーが設けられており
、
　プランジャーシャフトの先端と底部の間には、前記取出ケースをストッパーに突き当て
るためのプランジャー反発用スプリングが挿入されており、
　該筒状体にはオゾン注入孔と該オゾン注入孔より前記底部側に位置するオゾン排出孔が
形成されており、
　プランジャーシャフトにはその側面部のオゾン入口と取出ケースに設けられたオゾン出
口を結んでプランジャーシャフト内部を貫通する貫通孔が形成されており、
　プランジャーシャフトの側面部の前記入口に対して、プランジャーシャフトの取出ケー
ス側の周面に開口部側環状凹部が形成され、該開口部側環状凹部に開口部側Ｏリングが挿
入されて、プランジャーシャフトと筒状体の内側とが形成する間隙が塞がれており、
　プランジャーシャフトの側面部の前記入口に対してプランジャーシャフトの先端側の周
面に先端側環状凹部が形成され、該先端側環状凹部に先端側Ｏリングが挿入され、プラン
ジャーシャフトと筒状体の内側とが形成する間隙を塞いでおり、
　前記取出ケースがストッパーに突き当たっている場合には、先端側Ｏリングが前記オゾ
ン注入孔及びオゾン排出孔より前記開口部側に位置することにより、オゾン／酸素混合ガ
スはオゾン注入孔からプランジャーシャフトの先端側と筒状体の内面とで形成される間隙
を通ってオゾン排出孔に向かって流れ、
　プランジャーシャフトが押し込まれた場合には、先端側Ｏリングがオゾン注入孔より筒
状体の底部側に位置すると共にオゾン排出孔より筒状体の開口部側に位置し、且つ開口部
側Ｏリングがオゾン注入孔に対して開口部側に位置することにより、オゾン排出孔に向か
うオゾン／酸素混合ガスを遮断すると共に、オゾン／酸素混合ガスがオゾン注入孔から貫
通孔を通って取出ケースの出口に向かうように構成されていることを特徴とする請求項１
に記載の携帯型動物用オゾン治療装置。
　　
【請求項３】
　前記一定流量に設定されたオゾン／酸素混合ガスに対して、前記オゾン発生装置に設け
られたオゾン発生電極に流れる電流値を変えることによりオゾン／酸素ガス中のオゾン濃
度を調整するオゾン濃度調整手段を有することを特徴とする請求項１に記載の携帯型動物
用オゾン治療装置。
　　　
【請求項４】
　前記一定流量に設定されたオゾン／酸素混合ガスに対して、前記オゾン発生装置に設け
られたオゾン発生電極に流れる電流値を変えることによりオゾン／酸素ガス中のオゾン濃
度を調整するオゾン濃度調整手段を有し、該オゾン発生装置のオゾン発生電極に、金属に
セラミックをコ－ティングした材料を用いたことを特徴とする請求項１に記載の携帯可能
な携帯型動物用オゾン治療装置。
　　　
【請求項５】
　前記酸素ボンベと前記オゾン発生装置とを結ぶ酸素誘導用の配管の途中に圧力検出器と
酸素遮断弁とが設けられ、圧力が設定値以下になると酸素遮断弁が閉じられることを特徴
とする前記請求項１に記載の携帯型動物用オゾン治療装置。
　　　　
【請求項６】
　オゾン発生前及び／又は発生後に、前記オゾン発生装置内及び前記配管内に残留してい
るガスを排出するため、酸素ガスを所定時間自動的に流すようにしたことを特徴とする請
求項１に記載の携帯型動物用オゾン治療装置。
　　　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、牛の乳房炎を初めとして、哺乳類動物の瘻孔、火傷、外耳導炎、真菌性皮膚
炎、擦過傷などにも応用可能な携帯型動物用オゾン治療装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、牛の乳房炎の治療用のオゾン注入装置として特許文献１、特許文献２、特許文献
３に記載されたものがある。これらの装置は、酸素ボンベに接続したオゾン発生装置と、
このオゾン発生装置から発生するオゾンを誘導する誘導チューブと、この誘導チューブの
先端に取り付けたオゾン注入管とを具備し、牛の乳房炎の治療をするために前記注入管を
牛の乳房の乳頭口に挿入して乳房内にオゾン／酸素混合ガスを注入するようにしたもので
ある
【０００３】
　これらの装置を用いれば、オゾンを牛の乳頭口から極めて簡単かつ安全に注入すること
ができるので、従来の高価な薬剤を用いないでも、牛の乳房炎を十分かつ確実に治療する
ことができる。また、治療期間の著しい短縮が可能で、コストが高く手間のかかる診断技
術を省略することもできる。
【０００４】
　しかしながら、特許文献１～３に開示された装置は固定型のものであり、牛を治療所に
連れていって治療を行うものであった。また、特許文献１で用いられているオゾン発生装
置は「ＨＴＵ－２型」（誘電体が石英の放電電極で、無声放電に分類されるストリーマー
放電が起きる）であり、この装置の場合、オゾン濃度の調整は、一つのダイアルを回転さ
せることにより、電圧及び周波数を同時に変化させて行い（電力消費量が大きい）、オゾ
ン濃度の微調整は、供給する酸素流量を変化させることにより行っていた。そのため、牛
の症状に対応してオゾン濃度を変える必要があるときには、電圧及び周波数とオゾン／酸
素混合ガスの流量を変える必要があった。
【０００５】
　なお、特許文献１～３に基づく装置であって、実際に販売されているものに使用されて
いるオゾン発生装置も「ＨＴＵ－２型」である。このものも、放電電極を構成する誘電体
に石英を使用しており、電圧及び周波数を可変し、更にとオゾン／酸素混合ガスの流量を
変えることにより、オゾン濃度を可変させている。
【０００６】
　オゾン濃度を変える必要があるときに、電圧及び周波数を可変して行うことはその調整
が必ずしも容易とはいえないが、そのことは、牛の乳房炎のみを治療の対象としている場
合には、所望されるオゾン濃度の範囲がそれほど広くないので大きな問題ではなかった。
しかし、乳房炎以外のリューマチ、肝炎、瘻孔、火傷、外耳導炎、真菌性皮膚炎、擦過傷
、膝や腰の痛みなどの様々な疾病に対応するには、所望されるオゾン濃度の範囲が広くな
るので、哺乳類動物の様々な種類の病気を治療することは、特許文献１～３の装置では対
応が難しく、改善の余地があった。
【０００７】
　更に、特許文献１～３に開示されている治療装置は、特定構造のオゾン注入管をガス誘
導チュ－ブの先端に装着し、該オゾン注入管を牛の乳頭口に挿入して、乳房内にオゾンを
注入することのみを想定したものであった。従って、これらの治療装置を用い、安全を確
保しながら動物にオゾンを噴射する治療、動物から採取した血液をオゾンと反応させてか
ら動物の体内に戻す治療を行うことは容易ではなかった。
【０００８】
【特許文献１】特許第２９９００５４号公報
【特許文献２】特許第３０２２３２３号公報
【特許文献３】特許第３０２２３４１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００９】
　本発明は、前記の従来技術の問題点に鑑み、持ち運びが容易であって、牛の乳房炎を初
めとして、広範囲の種類の哺乳類動物の様々な種類の症状を治療することができる携帯型
動物用オゾン治療装置を提供することを、その課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明によれば、以下に示す携帯型動物用オゾン治療装置が提供される。
〔１〕　酸素ボンベと、該酸素ボンベに酸素誘導用の配管を介して接続されたオゾン発生
装置と、該オゾン発生装置で発生したオゾン／酸素混合ガスを誘導する配管とをケース内
に備える携帯型動物用オゾン治療装置であって、オゾン／酸素混合ガスの流量を一定値に
設定する流量設定手段と、該手段により一定流量に設定されたオゾン／酸素混合ガス中の
オゾン濃度を調整するオゾン濃度調整手段とを具備し、
　前記オゾン／酸素混合ガスを誘導する配管の先端に取出口が設けられ、該取出口と前記
オゾン発生装置とを結ぶ配管の途中に切換弁が設けられ、該切換弁に配管を介してオゾン
分解器が接続され、更に該取出口は配管を介してオゾン分解器に接続され、該切換弁を切
り替えてオゾン／酸素混合ガスを該取出口に向かって流すと共に、前記配管の先端の取出
口に注射器の先端又は誘導チューブの根元の接続部を押込み、嵌合させるとオゾン／酸素
混合ガスが吐出可能になり、該取出口が押込まれていない場合には、オゾン／酸素混合ガ
スが取出口内部を通り、更にオゾン分解器を通って排気されることを特徴とする携帯型動
物用オゾン治療装置。
〔２〕　前記取出口が、底部と開口部とを有する中空の筒状体と、開口部から筒状体の内
部に挿入されたプランジャーシャフトとを備え、
　プランジャーシャフトの開口部側には筒状体の開口部を塞ぐことができる取出ケースが
設けられており、
　前記開口部には、取出ケースの開口部側への動きを止めるストッパーが設けられており
、
　プランジャーシャフトの先端と底部の間には、前記取出ケースをストッパーに突き当て
るためのプランジャー反発用スプリングが挿入されており、
　該筒状体にはオゾン注入孔と該オゾン注入孔より前記底部側に位置するオゾン排出孔が
形成されており、
　プランジャーシャフトにはその側面部のオゾン入口と取出ケースに設けられたオゾン出
口を結んでプランジャーシャフト内部を貫通する貫通孔が形成されており、
　プランジャーシャフトの側面部の前記入口に対して、プランジャーシャフトの取出ケー
ス側の周面に開口部側環状凹部が形成され、該開口部側環状凹部に開口部側Ｏリングが挿
入されて、プランジャーシャフトと筒状体の内側とが形成する間隙が塞がれており、
　プランジャーシャフトの側面部の前記入口に対してプランジャーシャフトの先端側の周
面に先端側環状凹部が形成され、該先端側環状凹部に先端側Ｏリングが挿入され、プラン
ジャーシャフトと筒状体の内側とが形成する間隙を塞いでおり、
　前記取出ケースがストッパーに突き当たっている場合には、先端側Ｏリングが前記オゾ
ン注入孔及びオゾン排出孔より前記開口部側に位置することにより、オゾン／酸素混合ガ
スはオゾン注入孔からプランジャーシャフトの先端側と筒状体の内面とで形成される間隙
を通ってオゾン排出孔に向かって流れ、
　プランジャーシャフトが押し込まれた場合には、先端側Ｏリングがオゾン注入孔より筒
状体の底部側に位置すると共にオゾン排出孔より筒状体の開口部側に位置し、且つ開口部
側Ｏリングがオゾン注入孔に対して開口部側に位置することにより、オゾン排出孔に向か
うオゾン／酸素混合ガスを遮断すると共に、オゾン／酸素混合ガスがオゾン注入孔から貫
通孔を通って取出ケースの出口に向かうように構成されていることを特徴とする請求項１
に記載の携帯型動物用オゾン治療装置。
〔３〕　前記一定流量に設定されたオゾン／酸素混合ガスに対して、前記オゾン発生装置
に設けられたオゾン発生電極に流れる電流値を変えることによりオゾン／酸素ガス中のオ
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ゾン濃度を調整することを特徴とする前記〔１〕に記載の携帯型動物用オゾン治療装置。
〔４〕　前記一定流量に設定されたオゾン／酸素混合ガスに対して、前記オゾン発生装置
に設けられたオゾン発生電極に流れる電流値を変えることによりオゾン／酸素ガス中のオ
ゾン濃度を調整するオゾン濃度調整手段を有し、該オゾン発生装置のオゾン発生電極に、
金属にセラミックをコ－ティングした材料を用いたことを特徴とする前記〔１〕に記載の
携帯可能な携帯型動物用オゾン治療装置。
〔５〕　前記酸素ボンベと前記オゾン発生装置とを結ぶ酸素誘導用の配管の途中に圧力検
出器と酸素遮断弁とが設けられ、圧力が設定値以下になると酸素遮断弁が閉じられること
を特徴とする前記〔１〕に記載の携帯型動物用オゾン治療装置。
〔６〕　オゾン発生前及び／又は発生後に、前記オゾン発生装置内及び前記配管内に残留
しているガスを排出するため、酸素ガスを所定時間自動的に流すようにしたことを特徴と
する前記〔１〕に記載の携帯型動物用オゾン治療装置。
　　　
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の携帯型動物用オゾン治療装置は、装置全体が一のケースに収納されており、簡
単に持ち運びができるので、従来の固定型の装置とは異なり獣医の往診が可能である上、
オゾン／酸素混合ガスの流量を一定値に設定する流量設定手段を備え、該手段により一定
流量に設定されたオゾン／酸素混合ガス中のオゾン濃度を調整するオゾン濃度調整手段と
を備えるので、広範囲における濃度での治療を容易に行うことができる。従って、牛など
の大型動物から、犬や猫などの小型動物までが疾患する様々な疾病の治療を容易に行うこ
とができる。
　また、本発明の装置においては、酸素誘導用の配管の途中に圧力検出器と酸素遮断弁と
を設けて、圧力が設定値以下になると酸素遮断弁を閉じてしまうようにしたので、酸素が
供給されない状態でオゾン発生装置が作動することが防止される。従って、オゾン発生電
極を損傷させることがない。
　また、本発明の装置においては、オゾン／酸素混合ガスを誘導する配管の先端に取出口
を設け、取出口とオゾン発生装置とを結ぶ配管の途中に切換弁を設けることにより、装置
が起動していても動物を治療しない場合には、混合ガスの流路を切り換えてオゾン分解器
によりオゾンを分解させることができる。
　また、本発明の装置によれば、誘導チューブの接続部や注射器の注射針取付部を差込ん
で押込んだり、嵌合させたりすると、混合ガスの吐出が可能になる取出口を用いることに
より、オゾン注入管を牛の乳頭口に挿入して乳房内にオゾンを注入する治療をはじめ、安
全を確保しながら動物にオゾンを噴射する治療、動物から採取した血液をオゾンと反応さ
せてから動物の体内に戻す治療を容易に行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　次に、本発明の携帯型動物用オゾン治療装置の実施の形態を図を用いて説明する。図１
は本発明装置の一例を示す平面図、図２は本発明装置の流路系統の一例を示す図である。
【００１３】
　図において、１は本発明装置を構成する各部品を収容するケースを、２はケース１の中
に収納された流路を構成する各装置及び配管とマイコン制御装置を、３は酸素ボンベを、
２８はウレタン固定枠を、４はオゾン発生装置を、５は酸素ボンベ３とオゾン発生装置４
を結ぶ配管を、６は酸素ボンベ３の圧力を減圧して一定の圧力に保持するための減圧弁を
、７は酸素ガスの流量調整弁を、８は圧力検出器を、９は酸素遮断弁を、１１はオゾン／
酸素混合ガスを誘導する配管を、１１ａは配管１１の内の後記切換弁１３と後記取出口１
２を結ぶ配管を、１２はオゾン／酸素混合ガスの取出口を、１３は切換弁を、１４はオゾ
ン分解器を、１５は切換弁１３とオゾン分解器１４を結ぶ配管を、１６ａは取出口１２と
オゾン分解器１４とを結ぶ配管を、１６ｂはオゾン分解器１４から取出口１２へ向かう気
体の流れを防ぐ逆止弁を、１８はマイコン制御装置を、２１は操作盤を、２２は電源スイ
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ッチを、２３（２３ａ、２３ｂ、２３ｃ）はオゾン濃度の切換スイッチを、２４は吐出ス
イッチを、２５は停止スイッチを、２６は警報表示灯を、２７は動作表示灯をそれぞれ示
す。
【００１４】
　本発明装置においては、酸素ボンベ３、オゾン発生装置４、配管５，１１，１５，１６
ａ、オゾン分解器１４、マイコン制御装置１８、操作盤２１などの装置を構成する部品が
全てケース１の中に収納されている。従って、本発明装置は携帯可能であり、容易に持ち
運ぶことができる。装置全体の重量を軽くするためには、ケース１は例えばアルミ製のも
のが好ましい。ケース１の大きさには制限はないが、試作した装置の場合、長さ５２０ｍ
ｍ、幅３８０ｍｍ、深さ２００ｍｍである。
【００１５】
　酸素ボンベとしては、医療用酸素が充填されているものが好ましい。今回の試作装置に
おいては、酸素ボンベ３として、エアー・ウォーター（株）製の医療用酸素（０．１５ｍ
３、重量２．５ｋｇ）」を用いた。なお、装置全体の重量は１６．０ｋｇである。但し、
装置の重量が約２０．５ｋｇになってしまうが０．３ｍ３の酸素ボンベ（重量３．５ｋｇ
）を用いることもできる。酸素ボンベ３を固定する方法に制限はないが、例えば酸素ボン
ベ３を嵌め込み可能な凹部が形成された硬質ウレタン固定枠２８をケース１に嵌め込み、
該凹部に酸素ボンベ３を嵌め込むことにより行うことができる。
【００１６】
　酸素ボンベ３は、オゾン発生装置４と酸素誘導用の配管５で接続されている。この場合
、酸素ボンベ３に減圧弁６を取付けて配管５の内圧を０．１ＭＰａ～０．４ＭＰａに調節
することが好ましい。該内圧が低すぎると、流量が低下しオゾン濃度が高濃度になりすぎ
て、オゾン濃度が不安定となる。一方、該内圧が高すぎると、オゾン発生電極の破壊をま
ねく恐れがある。
　また、配管５の材質としては、０．５ＭＰａ以上の耐圧のあるＰＰ，ＰＥ，シリコンチ
ューブ等のエアー系配管材料であればよい。
【００１７】
　本発明の装置は、オゾン／酸素混合ガスの流量を一定値に設定する流量設定手段を具備
する。この場合、オゾン発生装置４に供給する酸素の流量を一定に制御することが好まし
い。混合ガス又は酸素ガスの流量を一定に設定してから、オゾン濃度を変化させると、オ
ゾン濃度を一定にすることが容易で、しかも温度による濃度変化を小さく抑えることがで
き、安定したオゾン濃度調整を行える。
【００１８】
　但し、本発明におけるオゾン／酸素混合ガスの流量が一定値に設定されるとは、一の流
量値に限定して設定することを意味するのではなく、混合ガス流量を数段階の一定値に制
御して、各一定値の混合ガス流量に対してオゾン濃度を制御することを意味する。例えば
、オゾン濃度が小さい場合には、大きな流量の一定流量を流すことができ、オゾン濃度が
大きい場合には、小さな流量の一定流量を流すことができる。
【００１９】
　混合ガスの流量を一定にする手段としては、配管５の途中に、酸素ガスの流量調整弁７
を設けて、オゾン発生装置４に供給する酸素の流量を制御することが、制御が容易で安定
したオゾン濃度調整を行えるので好ましい。
【００２０】
　酸素の流量の制御方法としては、一の酸素遮断弁（電磁弁）９と一の流量調整弁（スピ
ードコントローラー）７とを配管５の途中に直列に設けて、酸素を遮断する場合には、酸
素遮断弁９を閉じ、酸素を流す場合には、酸素遮断弁９を開くと共に、流量調整弁７の開
度をサーボモーター（図示はしない。）で調整する方法がある。この方法によれば、任意
に指定した一定の酸素流量を流すことができる。
【００２１】
　また、二の酸素遮断弁（電磁弁）と二の流量調整弁（スピードコントローラー）とを用
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い、一の酸素遮断弁と一定酸素流量に調整された一の流量調整弁とを直列に繋ぎ、他の一
の酸素遮断弁と他の一定酸素流量に調整された一の流量調整弁とを直列に繋ぎ、二つの直
列の流路を並列に繋いだものを配管５の途中に設けてもよい。この場合、酸素を遮断する
場合には、両方の酸素遮断弁を閉じ、酸素を流す場合には、一の遮断弁のみを開くか、他
の遮断弁のみを開くか、両方の遮断弁を開くことにより三通りの一定酸素流量を流すこと
ができる。なお、このような用い方をする遮断弁としては、例えば、ＣＫＤ株式会社の「
ＵＳＢ３」、流量調整弁としては、例えば、ＣＫＤ株式会社「ＳＣ３Ｗ」が挙げられる。
。
【００２２】
　酸素遮断弁の開閉はリレーを用いてもよいが、装置がコンパクトになり、故障も少ない
ことから、酸素遮断弁の開閉、更にサーボモーターによる流量調整弁の制御は、マイコン
制御装置で、作動させるための信号を送ることが好ましい。
【００２３】
　オゾン発生装置４に供給される酸素の流量（即ち、吐出されるオゾン／酸素混合ガスの
流量）としては、０．１～５Ｌ／ｍｉｎが好ましく、０．５～２Ｌ／ｍｉｎがより好まし
い。酸素の流量が少なすぎると、オゾン濃度が極端に濃くなり、オゾン発生電極の劣化が
進みやすくなる。一方、該流量が多すぎると、治療の手際の良さが要求されることになり
機器に熟練しなければ動物を治療することができない恐れがある。
【００２４】
　前記酸素誘導用の配管５の途中には、前記酸素遮断弁９に加えて圧力検出器８が設けら
れ、圧力検出器８の検知圧により酸素遮断弁９が作動するように構成されていることが好
ましい。即ち、圧力が設定値以下になると酸素遮断弁９が閉じられ、オゾン発生装置４の
作動も停止する。従って、酸素ボンベ３の酸素がなくなった場合、装置が自動的に停止す
ることにより、酸素が供給されない状態でオゾン発生装置４が作動することが防止される
ので、オゾン発生電極を損傷することがない。
【００２５】
　オゾン発生装置４としては、そのオゾン発生電極に、ガラス，石英，セラミックス或い
は金属にセラミックをコ－ティングした材料を用い、金属イオン及び金属ダストの発生が
抑制されたものが挙げられる。これらの中では、金属にセラミックがコーティングされた
放電電極は、石英を用いた電極より周波数が１０倍ほど高いことから、電流制御により高
濃度オゾンの調整が容易であるので好ましい。このようなオゾン発生装置４の具体例とし
ては、例えば、（株）コウケンの「Ｋ－５００」が挙げられる。
【００２６】
　前記オゾン発生装置４においては、オゾン発生装置４に一定量の酸素が供給されて無声
放電に分類される沿面放電が行われる結果、オゾン／酸素混合ガスが発生する。本発明の
装置は、前記流量設定手段により、一定値の流量に設定されたオゾン／酸素混合ガスに対
して、オゾン／酸素混合ガス中のオゾン濃度を調整するオゾン濃度調整手段を具備する。
オゾン濃度を調整する手段としては、高圧トランスの一次側に流れる電流を可変制御する
ことにより二次側の高圧放電電流が追従する方式が好ましい。このような方式の制御回路
のブロック図の一例を図３に示す。図中、４６は交流電源、４７は交流・直流変換部、４
８は直流リップル除去回路、５０は自励発振回路、５１はオゾン発生用電流調整回路、４
９は高電圧発生回路、５２はオゾン発生電極である。
【００２７】
　図３に示すオゾン発生器は、オゾン発生用電流調整回路５１と、該電流調整回路５１で
発生した電力を高電圧発生回路４９で増幅させオゾン発生電極に印加し流通酸素を無声放
電（無声放電に分類される沿面放電）させるオゾン発生部５２とを有するものである。
　オゾン発生部５２のオゾン発生電極は沿面放電により発振周波数を高く設定出来、低電
力で高濃度のオゾンを得る事が出来る。また、電流可変を採用することによりオゾン濃度
のコントロールが容易である。
【００２８】
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　オゾン濃度が調整される範囲は、あらゆる疾病を考慮した場合には、１～５０ｍｇ／Ｌ
が好ましく、生体組織に対する影響を考慮すると、１～４０ｍｇ／Ｌがより好ましい。オ
ゾン濃度が１ｍｇ／Ｌ未満では治療効果が期待できず、５０ｍｇ／Ｌ超になると、生体組
織に好ましくない影響を与える恐れがある。
【００２９】
　オゾン濃度の調整は、一定の酸素の供給量に対して連続的に変化させることもできる。
この場合、電流調整用のボリュームを設けて、前記高圧トランスの一次側の電気抵抗を連
続的に変化させて、流れる電流値を可変すればよい。
　また、操作が簡便で、電流を変化させるだけで所望されるオゾン量を確実に供給できる
ことから、ボタン操作により疾病の種類に対して使用頻度の高い２～５段階に変化させる
こともでき、操作が簡便であることから３、４段階が好ましい。ボタン操作の場合の制御
方法としては、ボタンの数に対応する電気抵抗を用意し、ボタンが押された信号をマイコ
ン制御装置に送り、送られてきた信号に対応してマイコン制御装置で、前記電流調整回路
において、どの電気抵抗を用いるかを制御し、流れる電流値を可変することができる。但
し、リレーを用いて制御してもよい。
【００３０】
　なお、オゾン濃度計（図示はしない）を前記配管１１の途中に設けて混合ガス中のオゾ
ン濃度を測定し、測定値を操作盤２１の濃度表示器（図示はしない）に表示することが好
ましい。
【００３１】
　オゾン発生装置４には、オゾン／酸素混合ガスを誘導する配管１１が接続され、配管１
１の先端に取出口１２が設けられている。配管１１の材質としては、耐オゾン性のチュ－
ブ（フッ素系チューブ，シリコン系チューブ、テフロン系チューブ、ＳＵＳ管など）を用
いるものとする。
【００３２】
　配管１１の途中には、切換弁１３が設けられ、切換弁１３には配管１５を介してオゾン
分解器１４が接続されていることが好ましい。このようにすれば、オゾン発生装置４が作
動中であってもオゾン／酸素混合ガスを動物の治療に用いない場合には、切換弁１３を作
動させてオゾン／酸素混合ガスの流路を配管１５側に切り換えて、混合ガスをオゾン分解
器１４を通すことにより、オゾンを分解して酸素として排気することができる。また、装
置の起動時にも、オゾン濃度が所望される一定値に達するまでは、切換弁１３により流路
を配管１５側に制御すれば、オゾンを分解して酸素として排気することができる。なお、
配管１５の材質は前記配管１１と同様である。
【００３３】
　前記取出口１２とオゾン分解器１４とは、逆止弁１６ｂを介して配管１６ａで連結され
ていることが好ましい。逆止弁１６ｂにより、オゾン分解器１４から取出口１２に向かう
ガスの流れが遮断されるので、オゾン／酸素混合ガス中のオゾン濃度が一定に保たれる。
また、取出口１２とオゾン分解器１４が連結されているので、後述するように、取出口１
２から注射器でオゾン／酸素混合ガスを採取しすぎた場合には、注射器から取出口１２に
多すぎるオゾン／酸素混合ガスを戻し、オゾン分解器１４を通して分解させることにより
、オゾン／酸素混合ガス中のオゾンが大気中に放出されることを防ぐことができる。なお
、配管１６ａの材質は前記配管１１と同様である。
【００３４】
　切換弁１３としては、三方電磁弁が好ましく用いられる。三方電磁弁としては、例えば
、アドバンス電気工業（株）製の「ＡＶＨ－３３３１」が挙げられる。
【００３５】
　取出口１２としては、常に開放状態で取出口１２に取付けられた誘導チューブ（図示せ
ず）に連通しているものであってもよいが、取出口を押込むとオゾン／酸素混合ガスを吐
出可能になる構造のものが好ましい。具体的には、注射器の注射針取付部を取出口１２に
差込みながら押込んだり、誘導チューブ接続用のアダプターを取付けて押込んだりするこ
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とによりオゾン／酸素混合ガスが吐出可能になる構造のものが好ましい。その一例を図４
に示す。このような構造の取出口が設けられていると、長い誘導チューブが取付けてある
場合であっても、誘導チューブを取り外してケース１の蓋を閉めることにより、装置を容
易に持ち運ぶことができる。また、安全を確保しながら動物にオゾンを噴射する治療や、
注射器で採取したオゾンと、更に注射針取付部に注射針を取付けて動物から採取した血液
とを注射機内で反応させてから動物の体内に戻す治療を容易に行うことができる。
【００３６】
　図４に示す構造の取出口は、底部３２と開口部３３とを有する中空の筒状体３１と、開
口部３３から筒状体３１の内部に挿入されたプランジャーシャフト３５とを備えている。
プランジャーシャフト３５の後端側には筒状体３１の内径より大きな寸法の取出ケース３
８が設けられて、プランジャーシャフト３５が押し込まれると取出ケース３８が前記開口
部３３を塞ぐことができるようになっている。
　前記開口部３３には、取出ケース３８の開口部側への動きを止めるストッパー３９が設
けられている。
　プランジャーシャフト３５の先端と底部３２の間には、プランジャー反発用スプリング
３７が挿入されて、プランジャーシャフト３５が押し込まれない場合には、該スプリン３
７がプランジャーシャフト３５の先端に反発力を加えて前記取出ケース３８をストッパー
３９に突き当てるようにする。
　筒状体３１にはオゾン注入孔４１と該オゾン注入孔４１より前記底部３２側に位置す　
るオゾン排出孔４２が形成されている。
　プランジャーシャフト３５にはその側面部のオゾン入口４３ａと取出ケース３８に設け
られた（中心に設けられることが好ましい）オゾン出口４３ｂを結んでプランジャーシャ
フト３５内部を貫通する貫通孔４３が形成されている。
　プランジャーシャフト３５の側面部の前記入口４３ａに対してプランジャーシャフト３
５の先端側の周面に先端側環状凹部４５ａが形成され、該先端側環状凹部４５ａに先端側
Ｏリング４４ａが挿入され、プランジャーシャフト３５と筒状体３１の内側とが形成する
間隙を塞いでいる。
　前記取出ケース３８がストッパー３９に突き当たっている場合には（図４（ａ））、先
端側Ｏリング４４ａが前記オゾン注入孔４１及びオゾン排出孔４２より前記開口部３３側
に位置することにより、オゾン／酸素混合ガスはオゾン注入孔４１からプランジャーシャ
フト３５の先端側と筒状体３１の内面とで形成される間隙を通ってオゾン排出孔４２に向
かって流れる。
　プランジャーシャフト３５が押し込まれた場合には（図４（ｂ））、先端側Ｏリング４
４ａがオゾン注入孔４１より筒状体３１の底部３２側に位置すると共にオゾン排出孔４２
より筒状体３１の開口部３３側に位置することにより、オゾン排出孔４２に向かうオゾン
／酸素混合ガスを遮断すると共に、オゾン／酸素混合ガスがオゾン注入孔４１から貫通孔
４４を通って取出ケース３８の中心の出口４３ｂに向かうように構成されている。
　　　
【００３７】
　なお、プランジャーシャフト３５の先端側にはプランジャーシャフト３５の直径より細
いプランジャー芯３６が設けられ、プランジャー芯３６にはスプリング３７が嵌められて
おり、該スプリング３７がプランジャーシャフト３５の先端とプランジャー芯３６とで形
成される段部３８に反発力を加えて前記取出ケース３８がストッパー３９に突き当たるよ
うにすることが、スプリング３７が安定して保持されるので好ましい。
　また、プランジャーシャフト３５の側面部の前記入口４３ａに対して、プランジャーシ
ャフト３５の取出ケース３８側の周面に開口部側環状凹部４５ｂが形成され、開口部側凹
部４５ｂにもＯリング４４ｂを挿入して、プランジャーシャフト３５と筒状体３１の内側
とが形成する間隙をより完全に塞ぐことが好ましい。
【００３８】
　また、誘導チューブを取出口１２に取付ける場合には、図５（ａ）（ｂ）（ｃ）（ｄ）
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に示すようなアダプター６１を用いればよい。該アダプター６１は、少なくとも一箇所（
好ましくは、二箇所）が上から下まで切欠かれた切欠円盤６２と該円盤６２の上に形成さ
れた、切欠円盤６２より小さい径の円盤６３と、該円盤６３の上に形成された誘導チュー
ブの接続部６４とからなり、切欠円盤６２と円盤６３とが段部６５を形成し、貫通孔６６
が前記切欠円盤６２と円盤６３と接続部６４を貫くと共に、アダプター６１を取り付けて
回転させると前記貫通孔４３と連通するように形成されている構造のものである。
　なお、前記円盤６２と円盤６３と誘導チューブの接続部６４と前記貫通孔６６とは同心
円状態に形成されていることが好ましい。
【００３９】
　前記アダプター６１の取付口１２への取付け方法としては、図５（ｄ）に示すように、
切欠円盤６２を取付口１２側に向けて、アダプター６１で取付口１２を押込んでからアダ
プター６１を回転させて、前記貫通孔６６と前記貫通孔４３と連通させ、更に前記ストッ
パー３９で前記段部６５を押止すればよい。
　なお、アダプター６１の切欠円盤６２の取付口１２が形成されている面の反対側の面に
は、円環状の凹部を形成し、パッキン６７を嵌め込んで、オゾン／酸素混合ガスがアダプ
ター６１と取付口１２の間から漏れないようにすることができる。
【００４０】
　但し、本発明における取出口１２は前記構造以外にも、誘導チューブの根元の接続部を
取出口１２に差込んで、嵌合させるとオゾン／酸素混合ガスを吐出可能になる構造を採用
することができる。このような構造としては、例えば、家屋の壁に設けられた燃料ガスの
ソケットと、該ソケットに差込み、嵌合させるプラグの構造を応用することができる。
【００４１】
　本発明の装置を用いて動物を治療する場合には、取出口１２に誘導チューブを取付け、
例えば、図４に示す構造の取出口の場合には、図５（ｄ）に示すように、アダプター６１
を取出口１２に取付け、誘導チューブの根元を接続部６４に嵌め込めば、前記貫通孔の出
口４３ｂから吐出されるオゾン／酸素混合ガスを用いることができる。
【００４２】
　牛の乳房炎，腹腔内感染症，尿路感染症，子宮内感染症，血液内感染症などを治療する
場合には、誘導チューブの先端に、特許文献１～３に開示されている、牛の乳頭口に挿入
できる太さの中空管の先端部に、オゾンを噴出できるガスフィルタを設けたオゾン注入管
を装着すればよい。
【００４３】
　また、瘻孔，火傷，外耳導炎，真菌性皮膚炎，擦過傷などを治療する場合には、誘導チ
ューブの先端に密閉可能な袋（例えば、ヘンスラー社の商品名「ガスパック」）を取付け
、動物の患部を袋で密封し、袋の中にオゾン／酸素混合ガスを導入すればよい。治療後は
、オゾン発生器を停止してから、ガスパック内のガスを取出口１２に逆流させてオゾン分
解器１４に導入すれば、安全な酸素として大気に放出される。
【００４４】
　また、取出口１２から注射器でオゾン／酸素混合ガスを採取して治療に用いることがで
きる（例えば、図４に示す構造の取出口の場合には、図４（ｂ）に示すように、注射器の
先端を前記取出ケース３８の中心の出口４３ｂに差し込めばよい。）。この場合、必要以
上に採取した混合ガスは、注射器から取出口１２に戻すことができる。
【００４５】
　オゾン発生前及び／又は発生後に、前記オゾン発生装置４内及び前記配管５，１１，１
６ａ内、更に誘導チューブ内に残留しているガスを排出するため、酸素ガスを１０～２０
秒の所定時間自動的に流すこと（装置のパージ）が好ましい。このようにすれば、装置の
オゾンによる劣化が防止され、動物の治療に用いられるオゾン／酸素混合ガス中への不純
物の混入が防止される。
【００４６】
　本発明の装置においては、流量調整弁７の制御、圧力検出器８の検出値に基づく酸素遮
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断弁９の開閉制御、オゾン発生装置４におけるオゾン濃度を調整するための電流制御、切
換弁１３の制御、装置のパージなどの制御を自動的に行うことができる。その場合、制御
方法に制限はないが、装置の構造が単純化され、リレーを必要としないので装置がコンパ
クトになることから、マイコン制御装置１８で制御することが好ましい。
【００４７】
　マイコン制御装置１８による制御は、要求される動作のタイムチャートを作製し、タイ
ムチャートに基づいて組合せ論理回路を作製し、組合せ論理回路をプログラムによって展
開し、該プログラムをマイコン制御装置１８で動作させることにより、行うことができる
。
【００４８】
　本発明の装置には、操作盤２１が設けられている。操作盤２１には、電源スイッチ２２
、オゾン濃度の切換スイッチ２３、吐出スイッチ２４、停止スイッチ２５、警報表示灯２
６、動作表示灯２７などが設けられている。
【００４９】
　電源スイッチ２２を押してメイン電源を入れ、濃度選択ボタン２３を押すと、流量調整
弁７が開いて酸素が供給されて装置のパージが自動的に行われ、次にオゾン発生装置４に
おけるオゾンの製造が開始する。所望されるオゾン濃度に達するまでは、警報表示灯２６
が点灯し、所望されるオゾン濃度に達し、安定した濃度の製造が始まると警報表示灯２６
が消灯して動作表示灯２７が点灯する。
【００５０】
　なお、切換スイッチ２３ａ、２３ｂ、２３ｃのいずれかを押すことにより、所望される
オゾン濃度を選択できる。試作装置の場合には、切換スイッチ２３ａを押すと、流量１Ｌ
／ｍ（２０℃）で２μｇ／ｍＬのオゾン濃度の混合ガスが製造され、切換スイッチ２３ｂ
を押すと、流量０．５Ｌ／ｍ（２０℃）で７μｇ／ｍＬのオゾン濃度の混合ガスが製造さ
れ、切換スイッチ２３ｃを押すと、流量０．５Ｌ／ｍ（２０℃）で１０μｇ／ｍＬのオゾ
ン濃度の混合ガスが製造される。
【００５１】
　前記の３段階のオゾン濃度の設定は、動物に対して頻繁に使用されるオゾン濃度を考慮
したものである。この範囲の濃度設定ができれば、動物の乳房炎や肝炎の治療、静脈血を
採取してオゾンと反応させた後に体内に戻す治療、オゾンを皮下注射する治療を容易に行
うことができる。但し、本発明はこの範囲に限定されるものではない。
【００５２】
　次に、吐出スイッチ２４を押すと、切換弁１３が作動して、それまで配管１５を通って
オゾン分解器１４に向かっていたオゾン／酸素混合ガスの流路が、配管１１ｂを通って取
出口１２に向かう。なお、取出口１２からオゾン／酸素混合ガスを取出さない場合、オゾ
ン／酸素混合ガスは、配管１６ａを通ってオゾン分解器１４に向かい、オゾンが分解され
た後大気中に放出される。
【００５３】
　動物の治療が終わったら、停止スイッチ２５を押せばよい。停止スイッチ２５が押され
ると、オゾン発生装置４の作動が停止し、次に装置のパージが自動的に行われ、動作表示
灯２７が消灯する。
【００５４】
　本発明の携帯型動物用オゾン治療装置は、持ち運びが容易で、オゾン濃度の調節が簡単
にできることから、牛の乳房炎を初めとして、哺乳類動物の腹腔内感染症，尿路感染症，
子宮内感染症，血液内感染症，リューマチ，肝炎，廊孔，瘻孔，火傷，外耳導炎，真菌性
皮膚炎，擦過傷，膝や腰の痛みなどの治療に用いることができる。また、治療の対象とな
る動物は哺乳類動物全体であり、具体的には、牛や馬などの大型動物から、犬や猫などの
小型動物が治療の対象となる。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
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【図１】図１は本発明装置の一例を示す平面図である。
【図２】図２は本発明装置の流路系統の一例を示す図である。
【図３】図３は本発明装置におけるオゾン濃度調整回路の一例を示すブロック図である。
【図４】図４（ａ）は押込むとオゾン／酸素混合ガスが吐出される構造の取出口の押込ま
れていない状態の断面の一例を示す模式図である。図４（ｂ）は押込むとオゾン／酸素混
合ガスが吐出される構造の取出口の押込まれた状態の断面の一例を示す模式図である。
【図５】図５（ａ）は誘導チューブ接続用のアダプターの一例を示す平面図である。図５
（ｂ）は誘導チューブ接続用のアダプターの一例を示す底面図である。図５（ｃ）は誘導
チューブ接続用のアダプターの一例を示す断面図である。図５（ｄ）は誘導チューブ接続
用のアダプターが取付けられた取出口の断面の一例を示す模式図である。
【符号の説明】
【００５６】
　　１　　ケース　　
　　２　　ケース１の中に収納された流路を構成する各装置及び配管とマイコン制御装置
　　３　　　酸素ボンベ
　　４　　　オゾン発生装置
　　５　　　酸素ボンベ３とオゾン発生装置４を結ぶ配管
　　６　　　減圧弁
　　７　　　流量調整弁
　　８　　　圧力検出器
　　９　　　酸素遮断弁
　１１　　　オゾン／酸素混合ガスを誘導する配管
　１１ａ　　切換弁１３と取出口１２を結ぶ配管
　１２　　　オゾン／酸素混合ガスの取出口
　１３　　　切換弁
　１４　　　オゾン分解器
　１５　　　切換弁１３とオゾン分解器１４を結ぶ配管
　１６ａ　　取出口１２とオゾン分解器１４とを結ぶ配管
　１６ｂ　　逆止弁
　１８　　　マイコン制御装置
　２１　　　操作盤
　２２　　　電源スイッチ
　２３（２３ａ、２３ｂ、２３ｃ）　オゾン濃度の切換スイッチ
　２４　　　吐出スイッチ
　２５　　　停止スイッチ
　２６　　　警報表示灯
　２７　　　動作表示
　２８　　　ウレタン固定枠
　３１　　　筒状体
　３２　　　筒状体の底部
　３３　　　開口部
　３５　　　プランジャーシャフト
　３６　　　プランジャー芯
　３７　　　プランジャー反発用スプリング　
　３８　　　オゾン取出ケース
　３９　　　ストッパー
　４１　　　オゾン注入孔
　４２　　　オゾン排出孔
　４３ａ　　オゾン入口
　４３ｂ　　オゾン出口
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　４３　　　貫通孔
　４４ａ、４４ｂ　Ｏリング
　４５ａ、４５ｂ　環状凹部
　４６　　　交流電源
　４７　　 交流－直流変換部
　４８　　 直流リップル除去回路
　４９　　 高電圧発生回路
　５０　　 自励発振回路
　５１　　 電流調整回路
　５２　　 オゾン発生電極
　６１　　 アダプター
　６２　　　切欠円盤
　６３　　 円盤
　６４　　　誘導チューブの接続部
　６５　　 段部
　６６　　　貫通孔
　６７　　 パッキン

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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